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二十歳のみなさんへ聞きました
１月12日に行われた町主催の「二十歳の集い」に参加した
皆さんの中から14名に「町議会議員だったら実現したい」
ことを聞いてみました。
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令和６年 第4回 定例会（12月議会）
令
和
６
年  

第
４
回 

定
例
会（
12
月
議
会
）

　12月定例会は12月９日（月）から12月13日（金）までの５日間で開催され、議案12件（議案第53
号～第64号）、陳情６件（陳情第11～第14、第17、第19）が審議されました。
　議案12件については全て、全会一致で可決。陳情６件については３件が全会一致で採択、陳情第
11・13・14は賛成多数で趣旨採択となりました。　

陳情第11号

陳情第13号
陳情第14号

子どもの医療費自己負担設定で評価する保険者努力支援制度の見直し
と国庫負担の増額で国保財源の改善を求める陳情書

若い人も高齢者も安心できる「最低保証年金制度」を求める陳情

物価上昇に見合う公的年金の引き上げを求める陳情

議決
結果

委員会→趣旨採択（全会一致）
本会議→趣旨採択（賛成多数）

提出された陳情書の流れ
基本的な流れ

議決結果の種類
議決結果は基本的に5通りです

陳情書を議長に提出する

議会運営会議で所管の委員
会に付託する

所管の委員会で慎重に審査・
採決する

本会議で審議・採決する

1
２

3
4
※所管の委員会で審査した後、本会議にお
　いて、委員長からの報告を基に、質疑、討
　論を行い結論を出します。

採 択

継続審査

願意が妥当で、実
現性もあるなどの
理由から、内容を肯
定する。

趣旨採択
願意は理解できる
が実現性に乏しいと
きなど、採択には至
らないものの、趣旨
には賛同できる。

不 採 択
実現性に乏しい、願
意に沿いがたいなど
の理由から、採択に
賛成する議員が過
半数に達しない。

審議未了
陳情が審査期間中
に議決に至らず、継
続審査にもならない
こと。

付託委員会の審査
が会期中に終了しな
い陳情について、委
員会の申し出に基
づいて、閉会中も審
査を継続すること。

（議会事務局へ提出）
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※非課税世帯

※申請が必要

※低所得者支援世帯

令
和
７
年  

第
１
回 

臨
時
議
会

　令和7年第1回臨時議会が、1月24日（金）に開催されました。今回は議案3件（1号～3号）、議員
提出議案1件が審議され、全て、全会一致で可決となりました。
　今回可決された議案第3号（令和6年度与那原町一般会計補正予算）の中から、物価高騰対応重
点支援地方創生臨時交付金、①令和6年度低所得世帯支援及び不足額給付事業、②令和6年度推奨
事業の概要を紹介します。

令和７年 第１回 臨時議会

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

① 令和6年度 低所得世帯支援及び不足額給付事業

② 令和6年度 推奨事業

　国の「重点支援地方交付金」が追加されたことにより、以下の事業を実施する。

住民税非課税世帯等に対し３万円を支給す
る。

①当初調整給付に不足がある方に対して、算
　定した額を1万円単位で支給する。
②個別の申請により、給付要件を満たすもの
　に対して原則４万円を支給する。

178,160千円
低所得世帯等支

援及び不足額給

付金

第2次低所得者

の子育て世帯へ

の加算事業

３万円給付

２万円給付

不足額給付

低所得世帯等支援の世帯員である18歳以下
の児童1人当たり2万円を加算給付する。

［総事業費］

4,989千円
［総事業費］

福祉課

子育て支援課

物価高騰の影響による子育て世代の経済的
負担を軽減するため、令和７年４月～令和8年
３月の夏休みを除いた１１か月、小学校給食費
を減免するための事務費。

478千円給食費支援事業

事務費分
［総事業費］

学校教育課

※小学生対象（夏休み除く11か月分）
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　今年は与那原町議会議員一般選挙【令和７年４月15日（火）告示・４月20日（日）投開票】が行わ
れます。議員を目指す・興味のある方々に、議会の流れや構成、議会日程、議員の報酬等に関する情報
を４ページに亘ってご紹介します。

与那原町議会の仕組みを知っておこう！
議
会
の
仕
組
み
と
流
れ

選挙後はどのような事がおこなわれるのQ

Q議員・議会として最初に何をするの

A 選挙後、当選された方々には２～３日後に選挙管理委員会より、当選証書が付与される付
与式が行われます。その際に当選者を代表しての挨拶がありますが、挨拶をする代表は、今

回の選挙で１番の得票数を取った方が、代表者となります。

　与那原町においては、一般選挙自体は４月に行われますが、新たに当選された方々の任期は翌月の５
月12日から４年後の５月11日までとなっており、選挙年の５月１１日までは、今現在の議員の任期となっ
ています。

与那原町議員の任期 （５月12日～４年後の５月11日）

A 任期日の初日（初日が土曜・日曜にあたる場合は、その翌週の月曜日）に臨時議会が開催さ
れ、そこで、議長の選出が行われます。議長が選出された後に副議長の選出・議場席の指

定、常任委員（与那原町では総務財政６名・建設文教７名・議会広報６名の３つの常任委員会※
議長除く）の選任を行った後、常任委員会の委員長及び副委員長の選出が行われます。
　各常任委員会の委員長が決定した後に、議会運営委員を選任し、その中から委員長・副委員長
の互選を行います。
　また、広域組合議会議員の選挙が行われ、最後に監査委員を選任する流れとなっています。

　各市町村議会議員の中から選挙で選ばれた議員が、組合・連合が行う共同
事務について議会を開き、協議・決定するところが組合議会です。

※組合議員の任期は、各市町村の議員任期期間の間となります

広域組合議会議員とは…

※注1

※注1

● 東 部 消 防 組 合 議 会 議 員
３町で構成。各町から３名を選出

３市４町７村で構成。本町から２名を選出

２市９町18村で構成。本町から１名を選出

沖縄県４１市町村で構成。本町から１名を選出し
ているが、八重瀬町・南風原町との輪番制で、本
町が属さない期間もある

５市４町６村で構成。本町から１名を選出

● 沖縄県介護保険広域連合議会議員

●南部広域行政組合議会議員 ● 沖縄県後期高齢医療広域連合議員

● 南部広域市町村圏事務組合議会議員

広域組合議会議員

25名

29名

20名

21名

9名

どんな組織があるの
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議
会
の
仕
組
み
と
流
れ

選挙後の初議会の流れを図にして説明します。

最初に行う臨時議会の流れはこうだ！

まずは・・・

議長が選出されるまでの間、１４名の中で年長の議員が臨時議長として職務を行う

　議長の選挙は臨時議長（最
年長議長）が指名する指名推
薦と、候補者が２人以上いる
場合は投票選挙が行われ、投
票選挙の場合は立会人も立
てるよ。
　副議長の選挙は、新たに議
長になった議長が指名する指
名推薦と、候補者が２人以上
いる場合は、議長選挙同様に
投票選挙が行われ、そこでも
立会人を立てて、選挙をおこ
なうよ。

　委員長は、委員で話
合いが行われるよ。推
薦で複数人候補者が
いる場合は、委員によ
る多数決で決定する。
副委員長においては、
委員長が指名推薦で、
本人及びその他委員が
了承して決定するのが
ほとんどだよ。

　広域議会議員の選
挙においては、投票選
挙が行わることは、ほ
とんど無く、議長による
指名推薦で決定する
事が多いよ。

　議長や副議長、常任委員の振分けや常任委員長の互選、広域議会議員、監査委員の選任などは、世間
一般で言われる保守や革新、与党や野党といった議員のなかで、事前にある程度決められている事が多い。
　ちなみに、与那原町議会では１人の議員が役職をいくつも兼任しないように、絶対ではないが、１人の議
員に１役職を持たせるように努めている（１人の議員が２つの役職を兼任する状況が発生する事もある）

仮議席の指定

議長の選挙

副議長の選挙

議席の指定

常任委員の選出

監査委員の選任

議長の常任委員会の辞任

議会運営委員の選出

広域議会議員の選挙

常任委員会の委員長・副委員長の互選

議会運営委員会の議長・副議長の互選

ワンポイ
ント

情報
ワンポイ

ント

情報

議長・副議長の選挙
　仮議席は事前の話合いで決
定していて、そのまま議席の指
定になるよ。

仮議席・議席指定

　議会運営委員会の委
員は
・ 副議長
・ 総務財政常任委員長
・ 建設文教常任委員長
・ 広報常任委員長
の４名と他２名の議員
で構成されています。議
会運営委員長は他２名
の中からえらばれるよ。

議会運営
委員の選出

　監査委員は２名で、議
会側から１名、外部監査
員から１名となってい
て、議会側の選任は、他
同様に議長による指名
推薦と、投票選挙のどち
らかで決定する。

監査委員の選任

議長を除く13名の議員が、総務
財政常任委員会と建設文教常
任委員会のいづれかに属しま
す。広報委員会については、13
名の中から６名が属している
よ。

常任委員の選出

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

POIN
T

常任委員会
委員長・副委員長
の互選

広域議会
議員の選挙
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A

議
会
の
仕
組
み
と
流
れ

常任委員会ってなにQ

　５ページでも紹介していますが、本町の常任委員会は３つあり、担当する分野の
新年度予算や決算の審議、陳情の処理を行います。

総務財政常任委員会
　福祉、健康保健、保健、消防及び行政一
般及び財政、その他、他の委員会に属しな
い事項に関する事項の調査・審査を行う。

委員会の主な役割

共同で消防事務を行うため、与那原町、南風原町、
西原町の３町で構成された組織で、その議会に
おいて３町よりそれぞれ３名ずつの議員が
選出され、事務について審議します。

東部消防組合議会議員 〔３名〕

舩谷 政喜　諸見里 史子　山口 修

介護保険業務運営の諸課題を解決するため、
沖縄県内の29市町村で構成された組織で、
その議会において与那原町からは１名の議員が

選出され、事務について審議します。

沖縄県介護保険広域連合議会議員 〔１名〕

志村  幸司

町の財政事務や経営に係る事業の管理が、
町民の福祉増進を務めるとともに最小限の経費で
最大の効果をあげているか、またその組織や
運営の合理化に努めているかを監査し、
その結果や情報を住民や議会等への

報告を行っています。

与那原町監査委員（議選監査員） 〔１名〕

識名  盛紀

　南部圏域の総合的な振興整備を図ることを
目的として、沖縄県南部圏域の５市４町６村で
構成された組織で、その議会において
与那原町からは１名の議員が選出され、

事務について審議します。
当真　聡

1

3

2 建設財政常任委員会
　労働、土木建設、農業、水産業、商工業、観
光及び臨海部埋立て環境衛生及び公害、上下
水道、教育に関する事項の調査・審査を行う。

　議会の日程調整、議案や陳情の審査方法
など、議会運営全般にかかわることを

協議します。
委員長 新垣  真一　副委員長 当真  聡
委　員 松長  康二　古堅  亮吉  
　　　我謝  孟範　德田 将仁

議会広報常任委員
１年に４回発刊される議会広報（議会だよ
り）の編集及び発刊に関する事項の調査・
審査を行う。

共同でごみ処理施設の設置及び管理運営を
行うため、15市町村で構成された組織で、

その議会において与那原町からは２名の議員が
選出され、事務について審議します。

南部広域行政組合議会議員 〔２名〕

上原 晃　德田 将仁　

南部広域市町村圏 事務組合議会議員 〔1名〕

議会運営委員会

総務財政常任委員会

建設文教常任委員会

議会広報常任委員会

常任委員会

議 長

副 議 長

6名

6名

7名

委員長  德田 将仁　副委員長  山口 修
委　員  諸見里史子　舩谷 政喜
　　　古堅  亮吉　  志村 幸司

委員長  古堅 亮吉  副委員長  志村  幸司
委　員  新垣 真一　    松長  康二
　　　諸見里 史子　相羽 としえ

委員長  松長 康二　副委員長  上原 晃
委　員  識名 盛紀　新垣 真一
　　　我謝 孟範　相羽としえ
　　　当真　聡

議会運営委員会 〔6名〕

※德田議員はR6.3/31辞職のため新垣議員へ変更

※德田議員はR6.3/31辞職のため志村議員へ変更

町議会機構図

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）

6



議
会
の
仕
組
み
と
流
れ

議会っていつ行われているのQ

A 議会は年４回定期的に日程を決めて行われる定例会というのがあります。定例会は３月・
６月・９月・12月に開催され、開催される期間は下記の図①の通りとなっています。

　また、定例会とは別に臨時会があり、臨時会とは、必要に応じて開かれる議会で、例えば急な
予算の補正や条例の改正、国・県からなどの交付金による事業執行を急いで行わなければなら
ない時など、急を要する時に開催され、開催期間もおよそ１日で終了します。社会情勢や町情勢
によって、開催される回数は異なります。

※ここでは与那原町議会の過去４年間に行われた平均の日数を記載しています（土日・祝日も含む）
　なお、開催期間につきましては各市町村によって異なります。

図①

開催期間開催月

20日 ～ 22日間

５日間

20日 ～ 22日間

５日間

３月

６月

９月

12月

新年度予算審議

補 正 予 算 審 議

前年度決算審議

補 正 予 算 審 議

本会議及び常任委員会で審議

主に本会議のみで審議

本会議及び常任委員会で審議

主に本会議のみで審議

主な審議事項 その他情報

　議員は一般質問を行う事ができますが、一般質問は定例会期間にしか行われません。与那原町
議会では定例会最終日を含む最後の３日間で各議員が一般質問を行います。これも市町村によっ
て異なりますが、本町における議員の質問時間の持ち時間は２０分（質問者の発言時間のみ）となっ
ています。

　議員は基本的には社会保険や厚生年金などは無く、国民健康保険・国民年金に加入となっています。
　　※（議員とは別に兼業で仕事をしていて、そこで社会保険や厚生年金に加入している方は除く）
　ちなみに・・・
　上記に記載されている金額は、与那原町から支給される金額で、広域議会議員で選出された議員
は、その組合議会が条例で定めている報酬が、別途支給されます。
　政務活動費は議員一人あたり６万円（年間）支給されますが、使用しなかった場合は返還となります。

議員の報酬って、いくらなのQ

A 　議員の報酬は各市町村で違いがあり、 沖縄県の市議会議員の平均は40万前後、 町村議
会議員の平均は22万前後が多く、 本町においては下記の通りとなります。

　左記に記載されている金額は総支給の金額
で、その中から基本的には所得税が引かれた金
額が毎月21日に振り込まれます。
　また、６月と12月には期末手当が10日に支給
されますが、初当選された議員の方は最初の６月
は日割での支給となるよ。

議 　 長
副 議 長
常任委員会委員長
議会運営委員会委員長
議 　 員

３０３,０００円
２５７,０００円
２４９,０００円
２４９,０００円
２４２,０００円

役　職　名 報酬額

ワンポイ
ント

情報
ワンポイ

ント

情報

ワンポイ
ント

情報
ワンポイ

ント

情報

POIN
T

POIN
T一 言

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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９ ページ

10ページ

15ページ

16ページ

17ページ

18ページ

19ページ

11ページ

12ページ

13ページ

14ページ

町政に問う

①海の環境保全への取り組み
②新しい公共交通の導入
③生活が困難な15歳から17
　歳の児童への支援

一 般 質 問

志
村 

幸
司
議
員

①顕彰事業
②教育行政
③墓地行政

識
名 

盛
紀
議
員

①国政選挙
②マリンタウン地区公有地
　活用事業

上
原
　 

晃
議
員

①GIGAスクール端末の更新
②災害時の「福祉的な支援」
　の整備

新
垣 

真 

一
議
員

①地域包括ケアシステム
②国民スポーツ大会・
　全国障がい者スポーツ大会
③県外で開催された
　与那原の綱曳

相
羽 

と
し
え
議
員

①重点支援交付金対策
②軍角監船の停泊
③米兵家族の沖縄本島からの
　撤収提言 

我
謝 

孟
範
議
員

①ヨナバルフィッシングフェス
②株式会社サカイガワ
③MICE

当
真
　 

聡
議
員

①マリンタウン地区
　公有地事業
②広域連携学校給食センター
　整備事業

松
長 

康
二
議
員

①県道糸満与那原線
②オリオン通り拡張工事 

山
口
　 

修
議
員

①上与那原公民館の
　認可地縁団体(法人化)
②町道上与那原メーヌカー線
　と周辺地区のまちづくり
③大見武地区の
　地区計画導入後

古
堅 

亮
吉
議
員

①ドッグラン設置
②シェアサイクルの活用促進
③闇バイト対策

舩
谷 

政
喜
議
員

①地域活性化
②新婚新生活支援事業
③教職員の働き方改革

支援 取組

※入院のため欠席

　議員が町政全般に関して、執行部（役場）に執行の現状や将来の方針の説
明を求めたり、住民生活に係わる疑問などの質問をすること。

　一般質問はその場で自由に質問できるものではなく、あらかじめ質問事項を
明らかにする「通告書」を提出します。これは、執行部側が資料など揃え十分な
準備をし責任を持って正しい答弁をするためです。与那原町議会の場合は、お
よそ1週間前に提出します。

12月定例会一般質問の各議員による「通告書」の大きな項目は以下の通りです

一般質問
とは

通告書
とは 詳細は与那原

町ホームページを
ご覧ください

諸
見
里 

史
子
議
員

通告書

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
積
極
導
入
を

15
歳
か
ら
17
歳
の
生
活

困
窮
児
童
へ
の
支
援
を

整備済み地域にお住いの方は
接続へのご協力を

駅とバス停が隣接し移動が楽チン

質
問　

那
覇
市
や
南
風
原
町
と
の
情

報
共
有
は
で
き
て
い
る
の
か
。ま
た
、

鉄
軌
道
の
活
用
は
健
康
増
進
策
と
し

て
も
有
効
で
医
療
費
削
減
に
も
な
る

と
思
う
が
、そ
れ
を
前
面
に
打
ち
出

し
て
は
ど
う
か
。Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
城
企
画
政
策
課
長
　
両
市
町
各
々

と
の
意
見
交
換
を
実
施
。ま
た
、県
主

催
の
南
部
市
町
村
連
絡
交
通
会
議
に

お
い
て
も
情
報
共
有
し
て
い
る
。自
動

車
か
ら
鉄
軌
道
へ
の
乗
り
換
え
で
歩

数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
、医
療

費
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
国
交
省
等

よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、健
康
面

の
利
点
も
町
民
に
向
け
発
信
し
て
い

き
た
い
。

照
屋
町
長
　
戦
争
の
後
、本
土
で
は

鉄
道
を
い
ち
早
く
整
備
し
た
。沖
縄

県
も
本
来
は
国
が
全
額
補
償
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。工
事
に
つ
い
て

は
、芳
賀
町
宇
都
宮
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
12
年

か
ら
13
年
、費
用
で
６
８
４
億
円
か

か
っ
て
い
る
。期
間
は
短
縮
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
が
、費
用
面
が
今
後
の

課
題
に
な
る
と
思
う
。

質
問　

相
対
的
貧
困
率
が
全
国
の
２

倍
に
達
す
る
沖
縄
県
に
は
、助
け
が

必
要
な
同
児
童
が
多
く
い
る
は
ず
だ

が
、現
状
は
支
援
が
手
薄
な
状
況
で

あ
る
。ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の

か
。ま
た
、宿
舎
型
職
業
訓
練
施
設
へ

の
入
所
に
対
す
る
補
助
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

拠
点
型

子
ど
も
の
居
場
所
や
無
料
塾
等
を
活

用
し
支
援
へ
と
繋
げ
て
い
る
。た
だ
、

中
学
卒
業
後
の
進
路
情
報
の
引
継
ぎ

が
不
十
分
な
た
め
、特
に
引
き
こ
も

り
の
児
童
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
進
ま

ず
課
題
と
な
っ
て
い
る
。宿
舎
型
職
業

訓
練
施
設
へ
の
入
所
補
助
は
、具
体

的
効
果
や
予
算
等
を
踏
ま
え
検
討
し

た
い
。

呉
屋
教
育
指
導
主
事　

福
祉
と
の
連

携
が
大
切
に
な
る
の
で
、生
徒
指
導

や
校
長
先
生
等
に
し
っ
か
り
伝
え
、

卒
業
時
点
で
繋
が
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

下水道活用の促進を
― 環境保全活動として取り組みが必須 ―

志 村 幸司
し　　むら　 こう　 じ

 議員

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

質
問　

現
状
の
整
備
率

及
び
接
続
率
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。ま
た
、整

備
率
の
向
上
を
優
先
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。さ
ら
に
、町
全
体

の
接
続
し
て
い
る
割
合

を
示
す
指
標
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

比
嘉
上
下
水
道
課
長
　

　
令
和
６
年
10
月
時
点
で
整
備
率
が

79
・
０
％
、接
続
率
が
76
・
７
％
。整

備
率
が
高
ま
れ
ば
、接
続
で
き
る
方

が
増
え
る
の
で
整
備
率
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。ま
た
、全
体
を
示
す
指

標
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

R5年4月

77.7％

R6年4月

79.0％

R6年10月

79.0％
整
備
率

76.7％ 76.6％ 76.7％
接
続
率

「整備率」とは…
総人口に占める利用
できる割合

「接続率」とは…
整備済み地域で利用
している人口の割合

与那原町の
上下水道接続進捗状況

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区

公
有
地
活
用
事
業
の

施
設
概
要
は

A街区内観外観

スポーツウェルネス
建設予定地の
「A街区」

国政選挙（衆議院選挙）
― 復活当選「比例代表制度」に多くの疑問の声 ―

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

　

衆
議
院
の
比
例
代
表
制
度
は
、政

党
の
得
票
数
に
応
じ
て
議
席
を
配
分

す
る
ド
ン
ト
方
式
。参
議
院
で
は
、非

拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。

照
屋
町
長　

比
例
代
表
は
地
域
間
で

の
票
の
重
み
の
差
が
少
な
く
な
る
と
、

有
権
者
全
体
の
位
置
が
よ
り
公
平
に

反
映
さ
れ
、期
待
さ
れ
る
制
度
と
認

識
し
て
い
る
。国
会
の
中
で
復
活
が
い

い
の
か
、中
選
挙
区
に
戻
し
多
様
な

声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
事
が
い
い

の
か
議
論
し
て
も
ら
い
た
い
。

質
問　

日
本
の
国
会
議
員
の
定
数
が

多
い
の
で
は
と
多
く
の
声
が
あ
る
。

照
屋
町
長　

選
挙
制
度
に
復
活
が

あ
っ
た
り
、参
議
院
・
衆
議
院
の
中
で

議
員
が
多
い
な
ど
。今
後
、国
会
だ
け

で
は
な
く
、我
々
首
長
間
で
も
そ
の

よ
う
な
議
題
等
も
私
か
ら
上
げ
て
も

い
い
か
な
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

投
票
率
の
現
状
と
選
挙
運
動

で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
。

岡
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、防

災
無
線
、広
報
車
で
の
周
知
等
行
っ

て
い
る
が
ま
だ
何
か
取
り
組
め
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
、選
挙
へ
の

感
心
を
高
め
た
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
選
挙
運
動
は
大
き
な
運
動

の
一
つ
で
あ
り
、誹
謗
中
傷
や
有
権
者

の
皆
さ
ん
が
何
が
正
し
く
て
、何
が

間
違
っ
た
情
報
な
の
か
見
極
め
る
力

も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

照
屋
町
長　

選
挙
だ
け
で
な
く
、誹

謗
中
傷
を
含
め
、様
々
な
ネ
ッ
ト
の

ト
ラ
ブ
ル
等
も
含
め
、学
校
や
教
育

委
員
会
、課
の
中
で
も
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問　

Ａ
街
区
施
設
内
に
町
民
が
利

用
で
き
る
温
水
プ
ー
ル
は
で
き
な
い

か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

現
時
点
で

は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、温
浴
施

設
、屋
内
運
動
施
設
、屋
外
運
動

場
、医
療
施
設
、飲
食
施
設
等
を
整

備
す
る
計
画
で
、そ
の
活
用
を
ど
う

促
進
し
、町
民
が
使
い
易
く
し
て
い

く
か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

上 原　晃
うえ　　 はら　　  あきら

 議員

質
問　

衆
議
院
選
挙
の
全
国
的
な
結

果
と
沖
縄
の
結
果
を
ど
う
考
え
る

か
。

岡
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

　

国
全
体
の
投
票
率
は
53
・
85
％
、

沖
縄
県
は
49
・
96
％
、本
町
は
50
・

88
％
と
前
回
を
下
回
る
投
票
率
で
あ

る
。

照
屋
町
長　

マ
ス
コ
ミ
等
で
裏
金
問

題
等
の
影
響
に
よ
り
、少
数
与
党
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。今
後
の
動
向
を

注
視
し
、ど
の
よ
う
な
国
政
の
状
況

に
な
る
の
か
、見
極
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

国
政
選
挙
の
比
例
代
表
制

度
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
と
仕
組
み

な
の
か
町
民
に
分
か
り
易
い
説
明
が

必
要
で
は
。

岡
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

未来を変
える

一票の重
み

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
町
に
競
技
誘
致
を

台
風
時
に
は
廃
船
の
ヨ
ッ
ト
や
ゴ
ミ
が
散
乱

（
与
那
原
マ
リ
ー
ナ
）

議
会
後
の
翌
週
に
、知
念
高
校
ヨ
ッ

ト
部
顧
問
と
部
員
に
聞
き
取
り
調

査
を
す
る
、役
場
職
員
と
県
関
係
者

質
問　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
災
害
の

際
に
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
」
の

１
位
が
「
避
難
先
が
わ
か
ら
な
い
」

だ
っ
た
。
対
応
は
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

情
報

弱
者
の
た
め
に
、紙
媒
体
で
防
災
マ
ッ

プ
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、福

祉
課
で
は
個
別
避
難
計
画
を
制
作
中

で
、
事
前
に
行
政
や
地
域
と
連
携
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

令
和
16
年
開
催
予
定
だ
が
、

競
技
会
場
選
定
が
今
年
か
ら
始
ま
り

11
年
頃
に
内
定
す
る
。
町
の
対
応
は
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　
昨
年

９
月
に
観
光
交
流
施
設
、
与
那
原
マ

リ
ー
ナ
、
知
念
高
校
（
武
道
場
）
を

県
に
推
薦
し
た
。
修
繕
や
改
修
が
必

要
な
場
合
は
、
既
存
の
補
助
金
制
度

や
県
の
準
備
委
員
会
と
調
整
し
な
が

ら
、
会
場
誘
致
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

与
那
原
マ
リ
ー
ナ
は
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ち
も

強
化
合
宿
で
利
用
し
、
普
段
知
念
高

校
ヨ
ッ
ト
部
が
使
用
し
て
い
る
が
、

更
衣
室
や
ト
イ
レ
、
道
具
を
保
管
す

る
艇
庫
も
な
く
、
コ
ン
テ
ナ
に
は
穴

が
あ
き
、
廃
船
が
置
き
っ
ぱ
な
し
で

危
な
い
と
生
徒
た
ち
か
ら
悲
鳴
が
上

が
っ
て
い
る
。
県
の
港
湾
課
と
連
携

し
て
改
善
で
き
な
い
か
。

照
屋
町
長　

高
校
生
の
声
も
踏
ま

え
、
県
に
し
っ
か
り
要
請
を
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

選
手
育
成
の
み
な
ら
ず
、
指

導
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
育
成
は
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

次
年

度
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
構
築
事
業
と
し
て

一
括
交
付
金
を
活
用
し
、
合
宿
誘
致
、

児
童
生
徒
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
り
、

町
全
体
で
人
材
育
成
の
機
運
の
醸
成

に
繋
げ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

住み慣れたまちで自分らしく生きる
― 地域包括ケアシステムの周知徹底を ―

相羽としえ
あい  ば

 議員

質
問　

令
和
７
年
は
、
団
塊
世
代

全
員
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に

な
る
時
代
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
体
制
作
り
、
周
知
は
で
き
て
い

る
の
か
。

照
屋
福
祉
課
長　

福
祉
課
が
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
兼
務
し
、
人

事
課
と
連
携
し
て
社
会
福
祉
士
の
増

員
も
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
健
康

と
生
き
が
い
作
り
を
推
進
し
、
家
族

と
情
報
共
有
で
き
る
冊
子
「
命
し
る

べ
」を
配
布
し
て
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

提
言　
「
終
活
」
は
残
さ
れ
る
人
へ

想
い
を
託
す
だ
け
で
な
く
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
為
の
準
備
で
あ
り
大
切

な
こ
と
。
自
分
の
目
標
作
り
の
手
助

け
を
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ほ
し
い
。

県
外
で
開
催
さ
れ
た「
与
那
原
の

綱
曳
」の
Ｐ
Ｒ
方
法
と
そ
の
活
用

法
は
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
友
好
連

携
、綱
曳
交
流
の
推
進
を
。

そ
の
他
の
質
問

ぬ
ち

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）

11



Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
を

特
区
化
し
自
由
に
移
動

で
き
る
構
想
を

い
た
だ
け
る
と
思
う
。

照
屋
町
長　

ア
ン
グ
ラ
ー
の
皆
さ
ん

が
魅
力
あ
る
大
会
と
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。主
催

者
を
変
更
し
て
魅
力
あ
る
大
会
と
す

る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と
い

う
こ
と
も
含
め
て
、早
め
に
実
行
委

員
会
を
開
い
て
し
っ
か
り
と
議
論
を

し
た
い
と
思
う
。

質
問　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
入
札
不
調
後
の

県
の
動
き
は
。

山
城
企
画
政
策
課
長
　
11
月
に
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
振
興
に
関
す
る
協
議

会
が
開
か
れ
、サ
ン
ラ
イ
ズ
協
議
会

の
町
村
長
へ
の
入
札
不
調
に
つ
い
て

報
告
し
、事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
を

行
っ
た
。再
広
告
に
向
け
基
本
計
画

の
変
更
も
含
め
、検
討
を
行
う
と

伺
っ
て
い
る
。町
と
し
て
は
、11
月
13

日
に
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ス

タ（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）の
譲
渡
要
請
を
県

に
行
っ
た
。

提
言
・
質
問　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
譲
渡
要

請
に
つ
い
て
は
、町
で
し
っ
か
り
計
画

を
立
て
て
要
請
し
て
も
ら
い
た
い
。そ

し
て
マ
リ
ー
ナ
、Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
、ビ
ー
チ

等
も
含
め
海
辺
の
地
域
を
特
区
化
し

て
自
由
に
電
動
カ
ー
ト
等
で
移
動
で

き
る
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
。

城
間
副
町
長　

提
案
の
通
り
電
動

カ
ー
ト
な
ど
、移
動
手
段
が
あ
れ
ば

当
然
そ
こ
は
、周
遊
で
き
る
よ
う
な
エ

リ
ア
に
な
る
の
で
、ま
さ
し
く
我
々
が

持
っ
て
い
る
構
想
と
合
う
よ
う
な
話

だ
。再
度
そ
の
部
分
を
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
さ
せ
な
が
ら
、し
っ
か
り
構
想

を
修
正
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

YONABARU フィッシングフェス をもっと魅力的に
― 賞金制度導入で多くの参加者を ―

質
問　

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
フ
ェ
ス
を
も
っ
と
魅
力
的
な
イ

ベ
ン
ト
に
す
る
た
め
に
、実
施
日
程
の

変
更
や
、民
間
主
催
に
変
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
賞
金
制
度
の
導
入
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

県
内
の

カ
ジ
キ
大
会
は
４
つ
の
大
き
な
大
会

が
あ
り
、一
番
早
い
琉
球
ビ
ッ
グ
ゲ
ー

ム
が
４
月
の
中
旬
、そ
の
後
に
座
間

味
、宜
野
湾
の
は
ご
ろ
も
カ
ッ
プ
そ
し

て
最
後
が
与
那
国
の
カ
ジ
キ
釣
り
大

会
と
い
う
流
れ
な
の
で
、座
間
味
カ
ッ

プ
の
後
が
一
番
狙
い
目
だ
と
思
う
。与

那
原
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
フ
ェ
ス
を
５
月
中

旬
頃
に
持
っ
て
い
け
れ
ば
、他
の
大
会

に
参
加
さ
れ
て
い
た
ア
ン
グ
ラ
ー
の

方
々
も
与
那
原
の
大
会
に
参
加
し
て 当 真　聡

とう　　　ま　　　さとし

 議員

脱
炭
素
モ
デ
ル
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

入札不調により基本計画を変更し、新たな計画で進められるMICE施設周辺

「YONABARU フィッシングフェス」開催の時期と賞金制度導入で多くの参加者を

MICE施設予定地MICE施設予定地

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）

12



オ
リ
オ
ン
通
り
拡
張

　
工
事
の
進
捗
状
況
は

拡張予定のオリオン通り

県道77号線の進まない延伸工事。雨乞い森（江口区内の現ゴルフ場側）付近も含め、県道整備と併せて開発を

雨乞い森

質
問　

オ
リ
オ
ン
通
り
拡
張
工
事
の

件
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
在
道

路
概
略
設
計
を
実
施
し
て
お
り
、令

和
８
年
度
に
道
路
詳
細
設
計
を
で
き

れ
ば
と
計
画
し
て
い
る
。今
後
は
、令

和
８
年
度
国
庫
補
助
事
業
実
施
に

向
け
て
、令
和
７
年
度
に
新
規
採
択

の
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

糸満与那原線の早期事業化を
― 道路の開通で南部地域の発展へ ―

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

山 口　修
やま　　ぐち　　　おさむ

 議員

質
問　

糸
満
与
那
原
線
の
進
捗
状

況
を
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

概
略
設

計
ル
ー
ト
案（
５
案
）に
基
づ
き
県
、

南
城
市
、本
町
と
協
議
を
鋭
意
進
め

て
い
る
。先
月
の
三
者
会
談
に
お
い
て

南
城
市
よ
り「
Ａ
案
で
議
論
を
進
め

る
」と
の
報
告
が
あ
り
、三
者
の
推
進

案
が
同
様
に
Ａ
案
と
な
り
、方
向
性

が
一
致
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。今
後

は
、こ
の
三
者
協
議
を
重
ね
、早
期
事

業
化
に
向
け
て
協
議
・
調
整
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

提
言　

県
も
本
気
度
を
見
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。県
議
の　

田
、座
波
両
議

員
と
も
話
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の

　
　
　
　

活
用
促
進
を

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入

　

実
現
の
可
能
性
は

闇
バ
イ
ト
で
被
害
者
・

加
害
者
を
だ
さ
な
い

対
応
を
早
急
に

し
、も
と
も
と
金
網
も
設
置
さ
れ
て

い
る
の
で
、あ
ま
り
予
算
を
か
け
ず
に

で
き
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
ド
ッ
グ
ラ
ン
と

兼
用
で
お
願
い
し
た
い
が
。

質
問　

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら

導
入
実
験
が
ス
タ
ー
ト
し
た
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
。本
町
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
や
、歩
く
観
光
を
目
指
し
て

い
る
が
、自
転
車
の
活
用
で
町
内
を

知
っ
て
も
ら
い
、車
で
は
見
ら
れ
な
い

景
色
を
見
せ
る
事
が
で
き
る
と
同
時

に
、脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
も
な
る
の

で
是
非
、活
用
の
促
進
を
お
願
い
で

き
な
い
か
。 

山
城
企
画
政
策
課
長　

令
和
８
年

ま
で
の
実
証
実
験
の
後
は
事
業
者
に

よ
る
自
主
運
営
と
な
る
。 

町
民
や
来

訪
者
の
移
動
手
段
と
し
て
認
知
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、利
用
促
進

を
引
き
続
き
行
っ
て
参
り
た
い
。

質
問　

闇
バ
イ
ト
は
す
る
方
も
、被

害
者
も
、未
来
あ
る
人
生
を
一
瞬
で

変
え
て
し
ま
う
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

犯
罪
行
為
で
あ
る
。町
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
深
夜
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

安
全

上
や
勤
務
時
間
等
の
問
題
で
可
能
か

検
討
す
る
と
と
も
に
、与
那
原
警
察

署
へ
も
深
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
を

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。 

質
問　

こ
れ
ま
で
何
度
も
質
問
し
て

い
る
が
、広
域
で
の
話
し
合
い
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。 

山
城
企
画
政
策
課
長　

那
覇
市
、南

風
原
町
と
も
、今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
旨
の
考
え
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

町にドッグラン施設を
― 愛犬の運動不足解消とふれあいの場に ―

舩 谷 政 喜
ふな　 たに　 まさ　  き

 議員

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

質
問　

東
浜
野
球
場
か
与
原
公
園
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
ド
ッ
グ
ラ
ン
と
兼

用
で
使
え
な
い
か
。 

沖
縄
市
の
野
球

場
ピ
ッ
チ
ン
グ
練
習
場
は
、ド
ッ
グ
ラ

ン
と
兼
用
し
て
い
る
。そ
こ
は
使
用
す

る
際
の
決
ま
り
事
が
あ
る
。気
に
な
る

匂
い
だ
が
、与
那

古
浜
公
園
に
は

多
く
の
愛
犬
家

が
犬
の
散
歩
を

し
て
い
る
が
、公

園
内
は
排
泄
物

や
お
し
っ
こ
の
匂

い
は
し
な
い
。散

歩
を
す
る
際
の
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

野
球
場
は
広
い

令和６年11月に開催された沖縄市のドッグラン

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

犬
を

全
力
で
走
ら
せ
る
事
や
、飼
い
主
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
の
形
成
な
ど

様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。野
球

場
の
利
用
者
、近
隣
住
民
と
の
調
整
。

愛
好
家
か
ら
の
声
を
伺
い
な
が
ら
財

源
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注意事項（必ずお読みください）

１年以内に狂犬病予防・混合ワクチンを接種していること。
※受付時に接種がわかるものを提示していただきます。
伝染病および健康に異常がないこと。
排泄物は各自でお持ち帰りください。
おしっこは水で流してください。
スタッフは常駐しておりません。
万が一事故が起きても一切の責任を負いません。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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教
員
の
本
来
の

　
　
仕
事
は
ど
う
な
る

墓
を
造
れ
な
い
人
は

　
　
　
ど
う
す
る
の
か

与那原町「御殿山」「東浜マリンタウン」埋立事業創設者

与那原町のため偉大な功績を残したお二方を顕彰し、その実績を後世に伝承しよう

質
問　

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
の

中
で
示
さ
れ
た
教
員
の
働
き
方
改
革

待
遇
改
善
で
、具
体
的
に
ど
う
い
う

影
響
を
与
え
る
か
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

基
本
的
に
、

①
学
校
以
外
が
担
う
べ
き
業
務

②
学
校
の
業
務
で
必
ず
し
も
教
師
が

　

担
う
必
要
の
な
い
業
務

③
教
師
の
業
務
だ
が
、負
担
軽
減
が

　

可
能
な
業
務
。

と
い
う
３
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、子

ど
も
た
ち
に
携
わ
る
た
め
の
時
間
を

つ
く
る
た
め
に
、教
育
委
員
会
も
一
緒

に
な
っ
て
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く

よ
う
に
努
力
す
る
。

質
問　

墓
地
公
園
の
見
通
し
は
あ
る

か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

平
成

27
年
度
に
、与
那
原
町
墓
地
整
備
実

施
計
画
及
び
公
営
墓
地
整
備
基
本

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、町
民
の
公

営
墓
地
建
設
の
要
望
を
受
け
、候
補

地
を
選
定
し
て
い
る
。し
か
し
、整
備

に
係
る
財
源
の
確
保
が
困
難
で
進
展

が
見
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

質
問　

墓
地
指
定
地
域
が
何
カ
所

か
あ
る
が
、そ
れ
以
外
で
墓
を
造
っ
た

ら
違
法
に
な
る
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

県
知

事
、ま
た
は
、権
限
の
委
譲
を
受
け
た

市
町
村
長
の
許
可
を
受
け
ず
に
無
許

可
で
墓
地
を
建
設
す
る
こ
と
は
違
法

で
あ
る
。

提
言　

墓
地
指
定
地
域
以
外
で
も

現
在
、周
辺
が
墓
で
空
地
に
な
っ
て
い

て
、全
体
的
に
位
置
の
広
が
り
が
な

け
れ
ば
あ
る
程
度
認
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

顕彰事業を実施すべき
― 産業建設部門で功績の２人 ―

識 名 盛 紀
しき　　な　 せい　  き

 議員

質
問　

御
殿
山
の
埋
立
事
業
に
関

わ
っ
た
３
代
目
町
長
兼
島
信
助
氏
、

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
事
業
の
創
設
者
10
・

11
代
目
町
長
当
真
正
尚
氏
の
お
二
人

を
顕
彰
し
、そ
の
実
績
を
後
世
に
伝

承
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

照
屋
町
長　
芸
能
先
達
顕
彰
碑
は
実

行
委
員
会
方
式
で
建
立
さ
れ
て
お

り
、実
施
方
法
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う

な
実
行
委
員
会
方
式
が
い
い
の
か
、

町
で
や
る
か
も
含
め
て
今
後
し
っ
か

り
検
討
す
る
。

質
問　

情
熱
が
あ
れ
ば
ど
う
し
た
ら

良
い
か
答
え
は
出
て
く
る
と
思
う
が
。

照
屋
町
長　

先
輩
方
が
連
綿
と
築
き

上
げ
た
与
那
原
町
を
新
た
に
再
考
す

る
と
い
う
意
味
で
顕
彰
碑
に
つ
い
て

は
今
後
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
く
。

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

10・11代目町長
当真 正尚氏

３代目町長
兼島 信助氏

御殿山埋立事業を創設東浜マリンタウン
　　　埋立事業を創設

昭和57年５月２日
第10・11代与那原町長に就任。
（任期：1982年5月2日～1990年５月１日）

昭和29年５月２日
第３代与那原町長に就任。
（任期：1954年5月2日～1958年５月１日）

教師職務以外の
業務負担の軽減を！

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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災
害
対
策
に

　
　
福
祉
的
な
支
援
を

× ＝これまでの
教育実践の蓄積

学習活動の一層の充実
主体的・対話的で深い学びの視点から

授業改善
ICT

「１人１台端末」ではない環境

●教師が大型提示装置等
　を用いて説明し、子供た
　ちの興味関心意欲を高
　めることはできる

●全員が同時に同じ内容を
　学習する（一人一人の理
　解度等に応じた学びは困
　難）

●意見を発表する子供が限
　られる

●教師は授業中でも一人一人の反応
　を把握できる
→子供たち一人一人の反応を踏まえ
　た、双方向型の一斉授業が可能に

●各人が同時に別々の内容を学習
●個々人の学習履歴を記録
→一人一人の教育的ニーズや、学習
　状況に応じた個別学習が可能

●一人一人の考えをお互いにリアルタ
　イムで共有
●子供同士で双方向の意見交換が可能に
→各自の考えを即時に共有し、多様な
　意見にも即時に触れられる

「１人１台端末」の環境

学びの
深化

学びの
転換

一
斉
学
習

個
別
学
習

協
働
学
習

　一人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを
一体的に整備することで、特別な支援を必要とする子
どもを含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことな
く、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育
成できる教育ICT環境を実現する。
　これまでの我が国の教育実践と最先端のICTのベ
ストミックスを図ることにより、教師・児童生徒の力を
最大限に引き出す。

GIGAスクール構想

を
４
年
に
分
け
て
、各
年
度
６
２
４

台
を
順
次
更
新
す
る
。処
分
台
数
に

つ
い
て
は
、２
７
１
９
台
が
対
象
と
な

る
。

質
問　

処
分
す
る
端
末
は
故
障
し
て

い
る
端
末
だ
け
の
処
分
な
の
か
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

基
本
、
壊
れ

て
い
る
端
末
の
処
分
と
考
え
て
い
る
。

利
用
可
能
な
端
末
に
つ
い
て
は
、学
校

図
書
館
、町
立
図
書
館
や
児
童
館
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
貸

出
し
用
、検
索
用
と
し
て
つ
か
え
な
い

か
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
に
は
個
人
情

報
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。適
切
な
端
末
処
分
と
デ
ー
タ
消

去
に
対
す
る
具
体
的
な
取
組
み
は
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

電
源
を
落
と

し
た
場
合
に
中
身
が
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、初
期
化
さ
れ
る
。基
本
的
に
は
端

末
自
体
に
個
人
情
報
は
残
ら
な
い

が
、端
末
で
撮
っ
た
写
真
の
デ
ー
タ
が

記
録
さ
れ
る
機
能
と
業
者
か
ら
聞
い

て
い
る
の
で
、個
人
情
報
が
残
る
可
能

性
が
あ
る
。今
後
購
入
す
る
際
に

は
、端
末
の
処
分
の
ほ
う
も
一
緒
に
委

託
し
て
、デ
ー
タ
処
理
も
合
わ
せ
て

処
分
を
委
託
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

質
問　

６
月
に
修
正
さ
れ
た
国
の
防

災
基
本
計
画
で
、自
治
体
に
普
段
か

ら
住
民
ら
の
状
況
を
把
握
で
き
る
よ

う
保
健
師
、福
祉
関
係
者
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
と
事
前
に
調
整
す
る
と
と
も
に
、災

害
時
に
個
人
情
報
を
ど
こ
ま
で
共
有

す
る
の
か
、検
討
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
が
、本
町
の
対
応
は
。

照
屋
福
祉
課
長　

避
難
行
動
要
支

GIGA端末 個人情報の危険性は
― 確実なデータ消去で適正な処分を ―

新 垣 真一
しん　 がき    しん   いち

 議員

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

質
問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
更

新
が
次
年
度
に
集
中
し
て
い
る
が
、

何
台
新
端
末
に
買
換
え
、何
台
処
分

す
る
の
か
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

２
４
６
９
台

GIGAスクールとは 教育ICT環境の充実を図り、
教員や児童生徒の力を最大限に引き出し目指す取り組
み。文部科学省が2019年「GIGAスクール構想」として
提唱。

災害時に
安心な

　避難支
援を

援
提
供
名
簿
を
作
成
し
、消
防
、警

察
、社
会
福
祉
協
議
会
、民
生
委
員
、

児
童
委
員
、区
長
及
び
自
治
会
長
な

ど
と
共
有
し
、見
守
り
な
ど
を
通
し

た
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援

に
つ
な
げ
て
い
く
。

質
問　

避
難
所
に
配
置
す
べ
き
人
材

は
配
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

医
師

団
と
の
協
定
は
ま
だ
結
べ
て
い
な
い
。

基
本
的
に
は
大
規
模
災
害
に
な
っ
た

際
は
沖
縄
県
、自
衛
隊
等
と
連
携

し
、協
力
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た

い
。現
時
点
で
は
具
体
的
に
ど
こ
と
組

み
、ど
こ
に
支
援
を
依
頼
す
る
か
は
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

提
言　

災
害
時
に
弱
い
立
場
と
な
る

方
々
が
不
自
由
な
避
難
生
活
に
な
ら

な
い
よ
う
、具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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沖
縄
を
戦
場
に
想
定
か

与
那
原
地
先
の
軍
艦
船

　
　
　
停
泊
の
理
由
は

板良敷沖合に停泊する軍艦線

質
問　

与
那
原
地
先
に
頻
繁
に
軍
艦

船
が
停
泊
し
て
い
る
。目
的
は
何
か
、

町
の
対
応
の
説
明
を
求
め
る
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

海
上

自
衛
隊
の
船
艦
が
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

に
常
泊
し
て
い
る
た
め
、そ
こ
が
利
用

で
き
な
い
時
に
板
良
敷
沖
合
に
停
泊

し
、物
資
の
補
給
等
を
行
っ
て
い
る
と

の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
に
停

泊
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。ま

た
、与
那
原
地
先
停
泊
の
緯
度
、

ア
ン
カ
ー
の
投
下
さ
れ
る
海
底

の
地
形
、生
態
系
へ
の
影
響
等

調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。与
那

原
沖
合
を
排
他
的
水
域
に
利

用
さ
れ
た
ら
問
題
で
は
な
い

か
。

照
屋
町
長　

昨
今
の
諸
事
情
を

鑑
み
る
と
、町
民
が
不
安
に
思

う
の
は
当
然
だ
と
思
う
。緯
度

の
件
、概
要
状
況
、頻
度
も
含
め

今
後
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

米
軍
家
族
を
沖
縄
か
ら
撤
収

提
言
が
、11
月
20
日
付
の
琉
球
新
報

一
面
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。海
兵
隊
幹
部
が
米
軍
向
け
の
雑

誌
に
論
文
を
発
表
、台
湾
に
中
国
が

手
を
出
し
た
ら
米
軍
が
攻
撃
す
る
。

報
復
と
し
て
沖
縄
が
攻
撃
を
受
け
る

内
容
の
記
事
で
あ
る
。町
長
は
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

照
屋
町
長　　

私
も
論
文
を
拝
見
し
て

お
り
、米
中
の
全
面
戦
争
は
想
定
で
き

な
い
が
、米
軍
は
自
国
民
は
守
る
が
沖

縄
県
民
を
守
る
気
が
な
い
の
が
論
文

か
ら
は
、は
っ
き
り
し
て
い
る
と
思
う
。

以
下
、論
文
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
は

先
島
各
地
に
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
、全

住
民
を
移
動
さ
せ
る
計
画
と
符
合
す

る
の
で
は
な
い
か
。日
米
政
府
が
台
湾

は
一つ
の
中
国
と
公
認
し
て
い
る
中
で

あ
る
。米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
、中
東
に
戦

争
を
仕
掛
け
た
戦
犯
歴
が
あ
り
、自

国
の
利
益
の
た
め
な
ら
沖
縄
を
犠
牲

に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
戦
略
で
は
な
い

か
と
思
う
。我
々
は
決
し
て
最
悪
の
事

態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
外
交
的
な
努

力
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

交付金活用対策は
― 交付金で低所得者世帯に生活支援を ―

質
問　

重
点
支
援
交
付
金
が
閣
議

決
定
さ
れ
、各
自
治
体
に
通
達
さ
れ

る
と
な
っ
て
い
る
が
、交
付
額
の
見
積

り
は
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

持
続
可
能

な
総
合
経
済
対
策
、重
点
支
援
地
方

交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
旨
が
政
府
か

ら
あ
り「
早
期
の
対
策
を
進
め
よ
」と

の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。本
町
の
配
分

見
込
み
額
は
約
６
４
０
０
万
円
程

度
と
思
う
。

質
問　

こ
の
制
度
は
低
所
得
者
世
帯

支
援
を
重
点
に
水
道
料
金
、学
校
給

食
軽
減
に
も
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、対
応
は
ど
う
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

こ
の
事
業
は

幅
広
く
活
用
が
で
き
る
の
で
、各
課

と
協
議
し
実
施
し
た
い
。

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

我 謝 孟 範
が　 じゃ　 もう   はん

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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【令和６年当初のスケジュール】

マリンタウン
公有地主要事業

（
令
和
６
年
12
月
時
点
）

協

議

期

間

に
お
い
て
も
、も
う
少
し
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

Ａ
街
区
に
つ

い
て
は
金
融
機
関
と
の
調
整
と
い
う

こ
と
で
、持
続
可
能
性
が
し
っ
か
り
で

る
よ
う
な
事
業
ス
キ
ー
ム
に
す
る
よ

う
、一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
る
状
況
。

Ｃ
街
区
に
つ
い
て
は
、金
融
機
関
の
方

か
ら
も
、か
な
り
い
い
感
触
ま
で
き
て

い
る
と
い
う
返
事
を
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、当
初
の
予
定
ど
お
り
実
施

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
・
提
言　

今
後
建
設
が
ど
う

な
る
か
分
か
ら
な
い
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

と
の
絡
み
も
あ
る
が
、マ
リ
ン
タ
ウ
ン

ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ス
タ（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）

を
本
町
へ
譲
渡
し
て
ほ
し
い
と
、県
に

要
請
を
し
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
る

中
で
、Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
ホ
テ
ル
用
地

等
が
あ
る
。も
し
県
が
本
町
へ
譲
渡

し
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、マ
リ
ン
タ

ウ
ン
公
有
地
活
用
事
業
の
Ｂ
街
区
、

Ｃ
街
区
を
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
へ
建
設
す
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

基
本
的
に

は
、こ
の
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
公
有
地
活
用

事
業
は
、町
の
事
業
は
町
の
事
業
と

し
て
成
り
立
つ
よ
う
な
ス
キ
ー
ム

で
、Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
街
区
と
も
計
画
通
り

に
進
め
て
い
き
た
い
方
針
で
あ
る
。

なぜ変更しないのか
― マリンタウン公有地活用事業 ―

松 長 康 二
まつ　 なが　 こう　 じ

 議員

質
問　

Ａ
街
区
、Ｂ
街
区
は
、今
後
供

用
開
始
を
延
長
し
て
事
業
を
進
め
て

い
く
計
画
に
対
し
て
、Ｃ
街
区
に
関
し

て
は
、供
用
開
始
を
変
更
す
る
こ
と

な
く
事
業
を
進
め
る
の
は
な
ぜ
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

与
那
古
浜

公
園
の
さ
ら
な
る
機
能
の
向
上
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
考
え
、で
き
る
だ
け
早

く
実
現
す
る
こ
と
が
町
民
の
皆
様
へ

の
利
便
性
の
向
上
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

Ｃ
街
区
に
お
い
て
は
、何
度

も
質
問
し
て
い
る
が
、駐
車
場
問
題

も
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
。ま
た
、与
那
古

浜
公
園
は
現
状
、与
那
原
大
綱
曳
ま

つ
り
会
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
中

で
、今
回
Ａ
街
区
、Ｂ
街
区
の
事
業
が

延
長
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、Ｃ
街
区

広
域
連
携
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
に
お
い
て
の
進
捗
状
況
や
、

地
元
事
業
者
優
先
活
用
の
件
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
他
の
質
問

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

供用開始

供用
開始

供用開始

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和
11年度
以降

4月

～

6月

7月

～

9月

1月

～

3月

4月

～

6月

1月

～

3月

4月

～

6月

7月

～

9月

10月

～

12月

10月

～

12月

7月

～

9月

1月

～

3月

4月

～

6月

7月

～

9月

10月

～

12月

10月

～

12月

1月

～

3月

4月

～

6月

7月

～

9月

10月

～

12月

1月

～

3月

1月

～

3月

4月

～

6月

7月

～

9月

10月

～

12月

工事期間

工事期間

工事期間

基本設計、
実施設計等

・町との協議
・関係機関との調整

・町との協議
・関係機関との調整

・町との協議
・関係機関との調整

基本設計、
実施設計等

基本設計、
実施設計等

A街区
（スポーツ・ウェルネス拠点）

※公社との借地契約

B街区
（アスリートの宿泊拠点）

※公社との売買契約

C街区
（アスリートのリフレッシュ拠点）

※町からの公募設置許可

供用開始

供用開始

供用開始

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和
９年度
以降

4月

～

6月

7月

～

9月

1月

～

3月

4月

～

6月

1月

～

3月

4月

～

6月

7月

～

9月

10月

～

12月

10月

～

12月

7月

～

9月

1月

～

3月

4月

～

6月

7月

～

9月

10月

～

12月

10月

～

12月

1月

～

3月

工事期間

工事期間

工事期間

基本設計、
実施設計等

基本設計、
実施設計等

基本設計、
実施設計等

A街区
（スポーツ・ウェルネス拠点）
※公社との借地契約

B街区
（アスリートの宿泊拠点）
※公社との売買契約

C街区
（アスリートのリフレッシュ拠点）
※町からの公募設置許可

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
公
有
地

　
今
後
の
予
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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公
民
館
の
法
人
化
と
は

社会的信用を得られる「公民館の法人化」沖縄県内で1097団体が認可

上与那原周辺地区の市街化開発で地域を活性化

価
額
も
上
が
り
そ
の
時
の
土
地
単
価

で
購
入
す
る
考
え
で
あ
る
。

質
問　

市
街
化
編
入
は
何
年
頃
を

予
定
し
て
い
る
か
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

令
和
９

年
度
末
頃
、市
街
化
区
域
に
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

上
与
那
原
メ
ー
ヌ
カ
ー
線
の

進
捗
状
況
は
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

全
体
延

長
８
５
４
メ
ー
ト
ル
の
工
事
で
、約

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、用
地
全
体
で
54

筆
中
50
筆
契
約
済
で
あ
る
。事
業
の

進
捗
率
は
約
62
％
で
あ
る
。

質
問　

全
体
の
事
業
予
算
額
は
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

全
体
事

業
費
は
９
億
７
０
０
０
万
円
で
、平

成
27
年
度
か
ら
今
年
度
を
含
め
て
約

６
億
円
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

公
民
館
の
認
可
地
縁
団
体

（
法
人
化
）の
説
明
と
全
国
で
の
件
数

は
。

岡
総
務
課
長　

認
可
地
縁
団
体
制

度
と
は
、自
治
会
、町
内
会
等
が
不
動

産
等
に
関
す
る
権
利
等
を
保
有
す
る

法
人
制
度
で
あ
る
。令
和
５
年
４
月

１
日
現
在
、全
国
で
５
万
６
０
７
８

団
体
が
あ
り
、沖
縄
県
内
で
１
０
９
７

団
体
が
認
可
を
受
け
て
い
る
。

質
問　

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

岡
総
務
課
長　

メ
リ
ッ
ト
は
、不
動

産
の
登
記
と
各
種
契
約
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
り
、活
動
の
活
性
化
及

び
、社
会
的
信
用
が
得
ら
れ
る
。デ
メ

リ
ッ
ト
は
、自
治
会
規
約
等
の
内
容

を
変
更
、ま
た
財
産
目
録
、構
成
員

名
簿
、総
会
の
作
成
や
議
事
録
の
義

務
づ
け
、法
人
設
立
届
等
の
諸
手
続

き
が
必
要
と
な
り
、事
務
的
な
負
担

が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。収

益
事
業
を
伴
わ
な
い
場
合
は
、減
免

制
度
等
が
あ
る
が
内
容
に
よ
っ
て
課

税
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

上与那原周辺地区の開発状況
― 早期に開発し、地域の発展を ―

質
問　

上
与
那
原
周
辺
地
区
の
開

発
は
ど
の
よ
う
な
手
法
が
あ
る
の
か
、

進
捗
状
況
は
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

令
和
５

年
度
に
基
本
構
想
を
作
成
し
、令
和

６
年
度
に
概
算
事
業
計
画
を
地
権
者

の
仮
同
意
を
受
け
る
た
め
に
進
め
て

い
る
。４
回
の
地
権
者
説
明
会
と
２

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
早
期
に
宅
地

開
発
を
進
め
て
欲
し
い
と
要
望
が
あ

り
、宅
地
開
発
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。

質
問　

農
地
が
多
い
と
思
う
が
、土

地
単
価
は
ど
う
な
る
の
か
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

本
町
が

考
え
て
い
る
の
は
、都
市
計
画
事
業
で

あ
り
、市
街
化
区
域
に
編
入
す
際
、評

一
般
質
問

　
月
定
例
会

12

古 堅 亮 吉
ふる　 げん   あき   よし

 議員

大
見
武
地
区
計
画
導
入
後
の
進
捗
は

学
校
給
食
費
の
改
定
理
由
は

そ
の
他
の
質
問

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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「
議
会
だ
よ
り
」委
員
会
を
振
り
返
っ
て

広報
委員

議会広報常任委員会
委員長 古堅  亮吉

議会広報常任委員会
副委員長 志村 幸司

議会広報常任委員会
委  員 相羽 としえ

広報誌「議会だより」
委員会を振り返って

　町民の皆さまこんにち

は、広報委員長の古堅で

す。

　より多くの皆さまが、

先人達が築きあげてき

た与那原町の振興発展

を図るために議会改革、

活性化に務めている様

を町民の皆さまに伝えたく「あなたと町政

を結ぶ」議会だよりを広報委員で作りあげ

てきました。

　時代は変化していきますが、町民の皆さ

まや子や孫が安心して暮らせる町づくりを

進めていきます。議員の活動報告など議会

だよりを通して発信して参りますので、ご

理解とご協力をお願い申し上げます。

　町民の生活に直結する

政策や、議会での議員の

発言等を分かりやすく伝え

ることを基本に、多くの町

民に興味を持って読んで

貰える内容にするよう心掛

け、議会だより作りに関

わってきました。ページ数

が限られているため、執行部や議員の発言を

要約する作業が発生しますが、その際には

前後の文脈を含め理解した上で進める必要

があり、より丁寧なチェックを心掛けました。

今後も、多くの町民が読む議会だより作りを

進めて欲しいです。

　コロナ禍で始まった４

年前。何をするにも制限

がかかり、写真撮影も非

常に気を遣いました。そん

な中、新人議員４人を先

輩議員がナイスサポートし

てくれたこと、とても感謝

しています。「議会は身近

で台所に直結するもの」と、より多くの皆様

に議会活動を知っていただきたい、議会だ

よりを手にしてもらいたいと、新しい紙面に

もチャレンジしてきました。今後も時代と共

に議会も進化していけたらいいなと思って

います。

「
議
会
だ
よ
り
」作
成
の
流
れ

《
３
月
号
の
例
》

１月７日 12月９日１月24日
臨時会

12月議会第2回広報委員会 第1回広報委員会

２月５日
臨時会

第3回広報委員会
〇
12
月
議
会
終
了
後

　

正
副
委
員
長

　
・「
３
月
１
日
号
」作
成
ス
ケ

　

  

ジ
ュ
ー
ル
検
討

〇
行
程
決
め

・ 

掲
載
内
容
及
び
ペ
ー
ジ
構
成

　
の
検
討
及
び
決
定

・ 

役
割
分
担
の
決
定

　
（
各
委
員
の
持
ち
分
決
め
）

・ 

提
出
物
の
締
切
り
日
決
定

　
【
１
月
15
日
】

　
　

12
月
議
会
関
連

　
　

議
会
関
連
情
報

　
　

ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュー

　
【
１
月
24
日
】

　
　
一
般
質
問
要
約 

　
【
１
月
29
日
】　

　
　

臨
時
会
関
連 

各
締
切
り

〇
初
校  

校
正

・ 

12
月
議
会
関
連
チ
ェッ
ク

　
議
会
関
連
情
報
チ
ェッ
ク

・
ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

　
チ
ェ
ッ
ク

・ 

臨
時
会
掲
載
内
容
決
定

〇
第
２
校  

校
正

・ 

一
般
質
問
要
約
チ
ェッ
ク

・ 

臨
時
会
チ
ェッ
ク　

・
１
月
24
日
修
正
分
の
反
映 

　
確
認

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
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「
議
会
だ
よ
り
」委
員
会
を
振
り
返
っ
て

議会広報常任委員会
委 員 諸見里 史子

議会広報常任委員会
委  員 松長  康二

議会事務局
仲村  健二

議会広報常任委員会
委  員 新垣  真一

 「新人は広報委員」誰が決

めたのでしょうか？自分の一

般質問もパソコンで入力し

800文字にまとめることが。

　前期高齢者には大変な

こと。右も左もわからない

私には緊張と不安でいっ

ぱいでしたが、弁が立つ先

輩・文書のプロ、写真のプロ、委員は頼りにな

る皆さんでした。この委員で培った経験すべ

てを活かし、恐れることなく自分の目的、目標

に向っていきます。

　委員の皆さまとともにお仕事ができ、私の

大切な財産です。

　広報委員として12年間

携わってきた中で、１年に

４回しか発刊できない「議

会だより」を、町民の皆様

がどのようにしたら興味を

もってくれるのか、読んで

もらえるのか、と言った議

論をたくさんの議員と行っ

てきました。

　広報委員会は６名で構成される委員会です

が、基本的には、新人議員などで構成されるこ

とが多く、今回は６名の内、４名が新人の方々 で

したが、今までにない取り組みやページ構成な

ど、とても充実したと感じています。

　今後も、若い方々 を含め、多くの町民の方々

に読んでもらえる「議会だより」を次の委員に期

待します。

　平成３０年から今まで変
わりなく思い続けているの
が“町民に伝わるための表
現方法”“町民の目に留まる
記事にするにはどうしたらい
いのか”こればかり考えてい
た気がします(汗)SNSや
メール等と違って、発刊のみ
で町民からの意見が返って
くることのないコミュニケーションツールに委
員も非常に苦慮しておりました。もし議会だより
が良い広報誌だと思ったときは委員へ労いの
言葉をかけていただけると幸いです(笑)

 町民の皆さんが読みやす
い紙面づくりを基本として、
編集に８年間携わってきま
した。編集は苦手な分野
だったので結構苦労しまし
た。やらざるを得ない立場
だったので取り組んできまし
たが、そのおかげで大変勉
強になり、良い経験が出来
たと思ってます。6人の広報委員で項目ごとに
ページを振り分けて担当するので、内容を考え
るのに一番苦労しました。期日までに仕上げる
ために徹夜になることも何回かありました。
 年に1回町村議長会主催の議会広報研修会
もあり、基本的なことも学ばせていただきまし
た。テーマと見出しには「～について」は使わ
ないとか、数字にしても洋数字と漢数字の使
い分け等、今では文章作成の時におおいに役
立ってます。今期で広報委員は終わりますが、
新しく広報委員を担う皆さんが、より読みやす
い紙面づくりができるよう期待しています。

２月12日

第4回広報委員会

〇
第
３
校  

校
正

　
　
　

  

（
全
員
最
終
確
認
）

・ 

全
員
で
修
正
反
映
状
況
等

　

の
最
終
確
認

２月17日

第5回広報委員会

〇
最
終  

校
正

　
（
正
副
委
員
長
に
よ
る
最
終

　

確
認
）

２月25日
区長会にて
配布依頼

３月１日〇３月議会終了後
　第1回広報委員会
　第2回広報委員会・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・
　7月号発刊（７月1日号）

発刊
（各区自治会より配布）

配布依頼3月号発
刊

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
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議 長 活 動 報 告 ※議長の主な日程を抜粋して掲載しております。（令和６年11月～令和7年１月）

【11月】
 ６日・与那原町商工会要請
13日・南部地区市町村議会議長会行政視察研修
　　 ・町村議会議長全国大会
　　・県議長会懇親会
14日・南部地区市町村議会議長会行政視察研修

15日・南部地区市町村議会議長会視察研修
　　　　　　　　　 ・離島フェアー （16日・17日）
16日・第10回与那原町福祉まつり
26日・軽便与那原駅舎展示資料館プレオープン
【12月】
１日・与那原町老人スポーツ大会
３日・県町村議会議長会 定例役員会／懇親会

８日・クリスマスイルミネーション点灯式
【１月】
６日・東部消防組合 出初式
７日・新年祝賀会（１部／２部）
９日・交通安全祈願式
　　・南部地区市町村議会議長会 役員会／定例総会
　　・南部地区関係団体合同新年懇親会、
　　　　　　　　第40回南部振興会表彰式／祝賀会
10日・南部振興会 第６回理事会
27日・与那原大綱曳実行委員会総会
　　・大綱曳まつり表彰式・祝賀会
29日・議友会役員会
　　・町老連新年会

３月の定例議会は…

町民の皆さん、まずは足を運びましょう!

議会日程は議会ホームページ　http://www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/
または「議会事務局 ☎945-5775」へお問い合わせください

一般質問▶18日（火）・19日（水）・21日（金）3日（月）～21日（金）
定例会は６月、９月、12月、３月に開会しています。（10時から）

You Tubeでも傍聴できるよ〜!

予
定

こ
う
し
て

　
ほ
し
い
な

をしませんか!?
※「一般会議」とは「与那原町に関する課題」について、町民の皆
　様が直接声を届けられる会議です。あなたと議会が直接意見交
　換ができます。議会と意見交換したい方は参加申し込みが必要
　です。詳細は下記「議会事務局」へお問い合わせください。

　日頃生活をしている中で「これ何とかならないかな？」とか「こうしてほしい」など、さまざまな課題
が出てくると思います。町長を始め、役場職員、町議会議員でもなかなか気づかないこともあります。
皆様が気づいたことを議会や行政に届け、住みやすい安心・安全なまちづくりをしていきましょう。

こ
れ
何
と
か

な
ら
な
い
？

↓そこで…あなたの意見を届けよう↓

一般会議

議会事務局　☎945-5775お問い合わせ

議会と意見交換できるんです ※議会と意見交換したい方は申し込みが必要です

　
町
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　
日
頃
よ
り
町
議
会
へ
の
深
い

ご
理
解
と
議
会
活
動
に
ご
支

援
、ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
19
期
町
議
員
で
構
成
さ
れ

た
広
報
委
員
会
で
は
個
性
豊
か

な
各
委
員
が
、色
々
な
意
見
と

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、今
ま

で
に
な
い
議
会
広
報
紙
を
作
成

し
て
き
ま
し
た
。様
々
な
専
門

職
の
方
々
も
お
り
、バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
で
し
た
。第
19
期
は
今
回

で
終
了
で
す
が
、今
後
と
も
議

会
だ
よ
り
を
楽
し
く
お
読
み
い

た
だ
け
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

編
集
後
記

議会広報常任委員会
委員長 古堅　亮吉

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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ヒーロー・ヒロインインタビュー

中学の時は帰宅部で、沖縄尚学高校に入学して

「陸上同好会を創ろう」と友人の発案で５人で始

めたことがきっかけです。全員初心者で自分は中

長距離だったんですけど、目立った成績もなかっ

たんですよ。大学でも陸上を続け、２年の時に想

い出作りにとＮＡＨＡマラソンに初めて出場した

らとても楽しかった。医療関係に就職してからも

続けて今に至ります。

走り始めたきかっけは？Q 健康に気をつけていることはありますか？Q

優勝してビックリというかラッキー

でした。最初は３位集団にいたんで

すけど、２位の背中が見えてきて、

併走していたランナーが知り合い

だったので「いきましょうか？」っ

て声を掛け合って２人で抜いて、41

㎞地点で１位の人が歩いていたので

いけるなと。競技場にはいってから

隣に「ここは地元なので行かせて

もらいます！」って振り切りました

（笑）。家族や親戚が現地に応援

に来てくれていたのでいいところ

を見せられて良かったです。沿道の

声援も優しいのですごく楽しかっ

たですね。背中を押してくれました

から。

NAHAマラソンの感想は？Q

運動した後にタンパク質をとるくらいです。子ども

なら友達と外で遊ぶことが健康に一番だと思いま

す。高齢者の健康寿命を延ばすためには、ウォーキ

ングやラジオ体操がいいと思います。集まること

で友達と会話が出来ますし、動くことで食事も美

味しくなるしよく眠れます。小学生から大人まで

走れるマラソンに親子でチャレンジするのも楽し

そうですよね。一緒に練習すれば大人も運動しま

すから。何か目標をつくると続けられますよね。

Q

景色の良いマリーナ沿いの歩道は、木の根っこが

出ていたり実が落ちているので足下が少し危ない

ですよね。夜にもう少し灯りを付けてくれたら走

りやすくなります。ランナーにも優しい道路にし

てほしいな～と思います。

与那原町に要望することは？Q

やはりいいタイムがでると嬉しいですね。去年の

名古屋ウィメンズマラソンは２時間54分45秒で

した。今年も参加するので２時間50分台で走り

たいですね。（３月９日開催予定）

マラソンの楽しみは何ですか？

　昨年開催された第38回ＮＡＨＡマラソンで、２時間55分39秒の
タイムで見事女子初優勝を飾った山田麻里江さん。南風原町出
身で、大学で一旦県外にでたものの、就職結婚を経て３年前与
那原町に移住しました。尚巴志マラソンでも二連覇を達成した麻
里江さんに話を伺いました。

や
ま
　
だ

ま
　  

り
　   

え

与
那
原
町
在
住
：
山
田 

麻
里
江
さ
ん

第38回ＮＡＨＡマラソン女子トップでゴールテープをきる山田麻里江さん

第38回ＮＡＨＡマラソン女子初優勝

（29）

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
３
月
）
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